
卸売業（ＤＸ取組）

事業名：統合販売管理システム”Nine”導入によるDX推進事業

本事業で実施する事業の目的・概要
▼ 目的：「①生産性向上」「②ヒューマンエラーの削減」「③属人化している
業務の標準化」に向けデジタル化を推進し、働きやすい職場環境を実現する
とともに、事業継続にもつなげていくことが本事業の目的。

▼デジタル化推進の大前提
急激な、ドラスティックな変化は、現場の負荷を大きく高め、変化について
いけない社員（脱落者）を生むため３つのフェーズに分け段階的にデジタル
化を推進する

▼ 現状・課題
✓受発注管理における紙での転記作業やそれに起因する誤発注
✓商品・在庫管理における正確な管理ができていない
✓売上げ管理における得意先・商品別での売上げ・利益管理ができていない

▼ 対策
✓仕入れから売上・請求までの流れを一気通貫で管理できる統合型販売管理
システム『Nine』を導入し既存業務フローをデジタル化、生産性の向上を
実現する。

✓また、将来的には自社だけでなくIOTの活用により病院の在庫を管理し、
AI在庫予測サービスの導入+受発注業務の自動化も検討していく想定

✓来年以降「攻めのＤＸ」として、顧客接点の抜本的改革や既存サービスの
価値向上へつなげていくフェーズへと移行していきたい

【効果（成果）】
✓労働生産性33.3％の向上とともに下記を実現
✓①生産性向上、②ヒューマンエラーの削減、③属人化している業務の標準化

【本事業終了後の展開・展望（今後３ヶ年程度の後年度負担 等）】

① 1年目：売上管理・買掛管理システムの構築

② 2年目：ｸﾗｳﾄﾞ在庫管理（院内）システムの構築

③ 3年目：AIによる適正在庫管理システム構築

【仕入れから売上・請求までの流れを一気通貫に】 当社、生産性向上・働き方改革への取組み
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事業者：有限会社都城医科機器（所在地：都城市）
業種 ：卸売り業 従業員数：12名県内取組事例

課題を整理し
priorityを決め
対策を検討
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